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蝶 の 生息 が 確認 され た . これ ら の デー タ か ら , 山田 緑地 に は 九州 北部 の 平地 一 低 山地 に 産 する 蝶 の 大 部 分 の 
種 を 産 す る こと が わか っ た . 山田 緑地 の 蝶 の 種 数 と 個体 数 を , デー タ の 得 ら れ て いる 他 の 地域 と 比較 し た 結 
果 , 都市 に 多い オー プン ラン ド 性 の 種 ( モ ン シ ロ , ヤマ トシ ジミ , イチ モン ジ セ セリ , アゲ ハ な ど ) は 同 緑 
地 で は 少な く , 春日 山 (奈良 県 ) な ど 低地 照葉樹 林 帯 と 共通 の 種 ( モ ン キ アゲ ハ , カラ ス ア ゲハ , ウラ ギン 
シジミ ) が 多かっ た ., 

調査 地域 を 相 観 的 な 違い に よっ て 9 つの 地域 (ルー ト ) に わけ , 各地 域 ご ど と の 蝶 群 集 の 特徴 を 比較 し た と 
ころ , 次 の よう な 傾向 が み ら れ た . ① 自 然 度 は 高い が , 林 床 的 な 環境 に は , 蝶 類 全般 に 種 数 ・ 個 体 数 と も き 
わ め て 健 弱 で あっ た . ② 渓 流 沿い で , 林 緑 が 多く , 適度 に オー プン スペ ー ス が あり , し か も 自然 度 の 高い 森 
林 の ルー ト では, 種 数 も 個体 数 も た い へ ん 豊富 で あっ た . ⑫ 森 林 と オー プン ラン ド が モザ イク 状 に な っ た 地 
域 で は , 森林 性 と オー プン ラン ド 人 性 の 蝶 が 混 棲 す る た め , 種 数 が も っ と も 多かっ た . ④ 森 林 で 囲ま れ , 人 為 
の 加わ っ た 裸 地 一 草地 的 環境 で は , いわ ゆる オー プン ラン ド 人 性 の 蝶 が 多い の が 特徴 で , 種 数 は 貧弱 で あっ 
た だ. 

各 科 ご と に 個体 数 頻度 が 上 位 6 位 ま で の 種 の デー タ に 関し て , ルー ト 別 の 種 構成 , 多様 度 指数 (平均 多様 
度 H' 均衡 度 J') を 比較 し て みた . その 結果 , ルー ト ご と の 環境 の 違い が 最も よく 反映 きれ て いる の は , 
セセリ チョ ウ 科 で あっ た . 


14. 群馬 県 お よび 県 境 付 近 の ヒメ シジミ の 食 草 に つい て 小林 栄一 
群馬 県 の ヒメ シジミ の 食 草 と し て 唯一 知ら れ て いる ハバ ヤマ ボク チ は , どの 程度 利用 され て いる の か , ま 
た ハバ ヤマ ボク チ 以 外 ど の よう な 植物 が 食 草 と な っ て いる の か と いう 観点 か ら 調査 を 行っ た . その 結果 , 群 
馬 県 と し て は 6 科 14 種 , 周辺 の 県 を 含め る と 7 科 20 種 の 食 草 を 確認 する こと が で きた . これ まで 知ら れ て 
いた ハバ ヤマ ボク チ は , 主食 草 の 一 つと いう 位置 で ある こと が わか っ た . また 食 草 の 種 類 は , 植生 に より 異 
な る 結果 が 得 ら れ た . 調査 結果 を まとめ る と 以下 の よう に な る . 1) ョ ヨモギ , ノ ハ ヘラ アザ ミ を 含む 草原 ( 標 
名 山 を 中 心 と し て 調査 ) は , 主として ヨモギ , ノ ハ ラ ア ザ ミ , ハバ ヤマ ボク チ , オト コ ョ ヨモギ (以上 キク 科 ), 
チ ダ ケ サ シ (ユキ ノン シタ 科 ) で あり 。 ソ シン モ ュ コツ ミッ バチ ッ グ リ , ナ ワ ショ ロ イチゴ, モミ ジイ チ ゴ (以上 
バラ 科 ), ハギ (マメ 科 う , ヤナ ギ (ヤナ ギ 科 ) も 記録 され た . 2) ヨモギ は 含む が ノア ザ ミ を 含ま な い草 原 
(土合 , 野 反 湖 な ど ) は , ョ モ ギ を 食 草 と し て いた . また タイ アザ ミ も 確認 で きた . 3) ヨ モ ギ , ノ ハ ラ ア 
ザ ミ を 含ま な い草 原 (清水 峠 , 平 ガ 岳 山腹) は , 1000 - 1700 m の 尾根 筋 で ある が , ツ ッ ジ 科 の イワ ハゼ , イ 
ワナ シ , アズ マシ ャ ク ナ ゲ , オオ コメ ッ ツ ジ を 主 と し ヤ マツ ッ ツジ ( ツ ッ ジ 科 ), イワ カガミ (イワ ウス 科 ), 
ヤナ ギ (ナヤ ギ 科 ) も 確認 で きた . 

これ まで ヒメ シジミ の 食 草 と し て 記録 の な い 植 物 と し て , バラ 科 の ミッ バッ チ グ リ : Potentilla 
freyniana BORNM, モミ ジイ チ ゴ : Rubus coptophyllus O. KUNTZE, ツツジ 科 の イワ ハゼ : Gaultheria 
adenothrix MAxrM。 イワ ナン : Epigaea asiatica MAxiM,。 オオ コメ ツツジ ンジ: Rhododendron trinerve 
FRANCH, ヤマ ツツジ : Rhododendron kaempferi PLANCH, アズ マシ ャ ク ナ ゲ : Rhododendron pentamer- 
72MAxrwM, イワ ウメ 科 の イワ カガミ : Shortia soldanelloides SrEB MAkiNo を あげ る . な お , ハギ , ヤナ 
ギ の 種 に つい て は 末 同 定 で あり 今後 明解 に し て いき た い . 


15. オオ ムラ サキ の スギ タニ 型 に つい て 伊奈 統 
オオ ムラ サキ の 白色 型 は , 1919 年 松村 松 年 氏 に よっ て Sasakia charonda var. sugitanii MATSUMURA, 
1919, syn. nov. と し て 動物 学 雑誌 (Zoological Magazine) vol. xxxi, 174, 1919 に は じ め て 報告 され た . 
松村 氏 は , この 雄 1 頭 を 杉谷 氏 よ り も らい ,『 原 種 と 異な る 所 は , 前 後 閉 共に , 褐色 を 帯 ぶ る こと な し , 
又 黒色 部 に 散在 せる 紋 列 は 全部 白色 に し て 原種 の 如く 金色 な ら ず , 後 女 の 肛 角 に 紅色 紋 を 鉄 く . 云々 』 と 記 
し , 新 変種 と し て szgz2z77 と 命名 し た . 
その 後 , 中 原 和郎 氏 に よっ て , 松村 氏 報 告 の 白色 型 は SErTz に 記載 命名 され た Sasakia charonda forma 
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splendens STICHEL, 1909 と 同一 つの も ゃ の で ある と 発表 され た . 

今回 私 は , この 白色 型 ( ス ギタ = ニ 型 ) に つい て , 1985 年 か ら 足 掛け 6 年 間 に わ た り 交 本 実験 を 繰り 返し た 
結果 , これ が 遺伝 型 で ある こと を つき と め た の で 報告 する . 

た だ し 私 は , 松村 氏 の 言わ れる 紅色 紋 消失 型 を 白色 型 (スギ タニ = 型 ) と は 考え ず , 『 次 裏面 の 色 及 び 紅 色 
紋 を 含む 次 表 面 の 全て の 斑紋 が 白色 化し た も の 」 を 白色 型 (スギ タニ 型 ) と 定義 し た . な ぜ な ら , 紅色 紋 の 
大 小 は 他 の 斑紋 の 白色 化 と は まっ た く 関 係 な く , これ を 白色 型 の 1 ファ クタ ー と 考え る の は 不 自然 と 考え 
た か ら で あ る . また 松村 氏 の 言う 『 前 後 環 と も 黒色 』 と いう 部 分 も 同様 の 理由 か ら 削 除 し た . 

交配 実験 の 結果 は 次 の 通り で ある . 
① 次 裏面 の 色 及び 区 表 面 の 全て の 斑紋 が 白色 化し た 白色 型 ( ス ギタ = 型 ) は 遺伝 する . その 遺伝 は トー タ 

ル と し て 考え れ ば 劣性 遺伝 と いえ る . 
② 白色 型 の 3 要素 で ある 期 裏 面 の 白色 化 , 次 表面 の 斑紋 の 白色 化 , 紅色 紋 の 白色 化 は それ ぞ れ 別個 の 遺伝 

子 に よっ て 決定 され る . 
③ 区 裏 面 の 白色 型 は 一 般 的 に は 優性 遺伝 し (地域 に よっ て 優劣 逆転 現象 も ある ), 甚 表 面 の 斑紋 (真っ 黄 

色 一 真っ 白 ) は 中 間 遺 伝 . 肛 角 の 白色 紋 は 劣性 遺伝 で ある . 
④ これ ら の 3 要素 は , それ ぞ れ 独立 し て 遺伝 する が , 互い に か な り 関 わっ て 遺伝 し て いる 様 に も 見 られ 

る . 
⑤ 野外 で この 白色 型 オ オム ラサ キ を 採集 する こと は 稀 だ が , 中 部 以西 , こと に 中 国 地方 に は 比較 的 多く 産 

する よう で ある 。. 

(1923 年 の 中 原 氏 の 報告 に ある 『 本 品 の 標本 と し て , 斑紋 は 黄 白 色 で 後期 肛 角 の 紅色 紋 が ほとん と 完全 に 

消失 し た 東京 産 雄 1 頭 を 蔵 し て いる 』 は 私 の 定義 する 白色 型 (スギ タニ 型 ) に あたら な い . 


16. 沖縄 産 カ ラス アゲ へ ハ 群 の 休眠 性 と , カラ ス ア ゲハ 和 群 の 地域 問 雑 種 の 休眠 性 に つい て 阿 江 茂 

昨年 の 当 学 会 に お いて も オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ を 中 心 と し て カラ ス ア ゲ へ 群 の 休眠 に つい て 発表 し た 
が , その 後 の 新しい デー タ を 加え た 結果 を 報告 する . 

オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ と ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ は 1 日 18 時間 照 明 25C の 飼育 で 非 休眠 遇 と 休眠 映 を 生 
じ , 台湾 産 の カラ ス ア ゲハ で は 全く 休眠 端 を 生じ な いこ と を 確認 し て いた が , 北海 道 帯広 産 の カラ ス ア ゲ へ 
を 同じ 条件 で 飼育 し た と ころ , 3 ず 8 科 が 非 休眠 で 羽化 し , 休眠 上 瑞 は 全く 生じ な か っ た . 

一 方 地域 問 雑種 に お いて は , 上 記 条 件 下 の 飼育 で ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ ざと 台湾 産 カ ラス アゲ へ ハ 千 の 間 
の F」 で は 休眠 暴 も 生じ た . 自然 日 長 の 初夏 の 逆 交 雑 で は 休眠 遇 を 生じ な か っ た , 台湾 産 カ ラス アゲ ハ 早 と 
ヤエヤマ カラ ス ア ゲハ の ず の 交雑 で は 上 記 長 日 条件 と 自然 日 長 の いずれ で も F」 ず は 非 休眠 で 和平 は 巨大 な 羽 
化し な い 休 眠 上 中 と な っ た が , 遡 交雑 は まだ 得 て い な い . 

また ヤエヤマ カラ ス ア ゲ へ 中 と オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ の 間 で は 同じ く 巨 大 な 羽化 し な い ド F」 馬 上 を 生 
じ た が , 逆 交 雑 で は 中 が 非 休眠 で 羽化 し た . 

本 州 産 カラ ス ア ゲ へ ハ 史 と ヤ ェ ヤマ カラ ス ア ゲハ の の 間 で は , 上 記 長 日 条件 及び 自然 日 長 の いずれ で も , 非 
休 過 と 休眠 の 両方 の 遇 を 生じ た . 

これ ら の 地域 間 雑 種 は 特に 飼育 条件 等 の 影響 を うけ や すい よう で あり , くり か え し 飼育 実験 を 行う 必要 
が ある が , 地域 間 の 分 化 の 程度 の 解明 に 重要 と 思わ れる . 





17. バリ 島 産 e/z2s 属 2e/s22zg グ ルー プ に つい て (3) 用. oraia に 関す る 新知 見 お よび 種 の 判別 に つい て 
森 中 定 治 
バリ 島 に は , の ez2s 属 belzsama グル ー プ に 属す る 種 と し て , Delias belisama balina お よび の oraia 
bratana の 2 種 が 知ら れ て いる . 報告 者 は 1984 年 4 月 。 バリ 島 に お いて 両 種 を 採集 し て 以来 , 調査 を 継続 
し , 第 1 報 と し て 両 種 の 成虫 の サイ ズ や 形態 の 特徴 , 両 種 の 分 布 や 生息 環境 , 混 棲 状況 , お よび 習性 の 差異 
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